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Discovery of an autophagy-independent organelle degradation mechanism in the lens

Summary:目の水晶体細胞の分化過程では、ミトコンドリア、小胞体、リソソームなどの
すべてのオルガネラが分解されることが古くから知られていたが、その分子機構や生理的意
義は長年不明であった。我々は最近、ゼブラフィッシュを用いた独自の in vivoライブイメー
ジングおよびスクリーニング系を構築することで、水晶体のオルガネラはオートファジーではなく
脊椎動物に高度に保存されたサイトゾルの脂質分解酵素PLAAによって分解されること、
その作用はマウス、ゼブラフィッシュのいずれにおいても水晶体の透明化に必須であることを
見出した。本研究によって、オートファジーによらないオルガネラ分解機構の存在が初めて
明らかになった。本講演では、オートファジーによらない新たな細胞内分解機構に関してご
紹介したい。
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